
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜
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人 医療秘書技能検定 ③ 148人 139人
人 医事ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ検定 ③ 148人 144人

秘書技能検定 ③ 148人 138人
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 30

9 名 3.3 ％

早稲田速記医療福祉専
門学校

昭和51年10月1日 橋本正樹
〒171-8543
東京都豊島区高田三丁目11番17号

（電話） 03-3208-8461

（別紙様式４）

令和元年7月31日※１
（前回公表年月日：平成30年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人川口学園 昭和44年7月14日
理事長

川口拓也

〒171-8543
東京都豊島区高田三丁目11番17号

（電話）

商業実務 事務技術専門課程 医療秘書科
平成6年文部省

告示第84号

学科の目的

医療の現場では患者の心情を理解し、高度なコミュニケーション能力、患者接遇能力が必要とされるとともに、ＩＴ化の進歩に伴う医療情報の運用・管理等
に関する知識・技能を身につけていることが要求されている現状を踏まえ、本学科では、次のような人材を育成することを目的とする。
①医療・医学に関する用語等を理解し、また各種医療保険制度、医療法規、病院機能等を理解し処理ができ、また、さまざまな状況下での患者・家族の
心情を理解し、コミュニケーションが図れる人材。
②外来受付においての適切な応対や多種専門職と的確なコミュニケーションを図ることができ、診療報酬請求事務処理、医事コンピュータの適切な処
理、電子カルテの基本操作を習得している人材。
③人々の健康、生命に携わる仕事であるという意識を常に持ち続け、医療界全般の動きに常に関心を持ち、チーム医療の一員という自覚を持ち業務に
当たることができる人材。

03-3208-8461
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1700時間 720時間 1,380時間 120時間

学期制度
■前期： 4月1日～ 9月30日
■後期：10月1日～ 3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
・出席状況及び試験、課題等の結果を総合的に評価する。

240人 244人 0人 6人 21人 27人

長期休み
■夏　 季：7月21日～8月31日
■冬　 季：12月21日～1月9日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

・所定の修業年限以上在籍し、所定の単位時間数の単位を
取得した者を卒業認定する。
・単位未取得科目は進級後再履修する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・ボランティア活動、体育祭、学園祭等
・担任を中心に補習等でサポートする。

■サークル活動： 有
■国家資格・検定/その他・民間検定等

病院　クリニック　調剤薬局等 （平成30年度卒業者に関する令和元年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

■就職率　　　　　　 　　： 94.6
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　1人

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 140 人
■就職率　　　　　　 　　： 99.3

資格・検定名
種
別

受験者数 合格者数

就職等の
状況※２

■就職指導内容
キャリアサポートセンターの専任スタッフとクラス担任が連携
し、学生の就職活動をサポートする。
1年次から本校独自のキャリアサポートプログラムにより、就
職に向けて取り組んで行く。
■卒業者数　　　　　　　： 148
■就職希望者数　　　　： 141

■主な就職先、業界等（平成30年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

令和元年5月1日 時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組
・クラス担任による面接指導。　　・クラス担任、保健室、学生相談コーナーの連携による相談体制。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
　・川口学園奨学基金（無利子貸与）　・川口記念奨学基金（無利子貸与）　・学習奨励奨学金（給付）　・卒業生・親族学費減免制度（給
付）ほか
■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無（過年度評価実績あり）
（評価団体：私立専門学校等評価研究機構、受審年月：平成27年3月（更新）、評価結果を掲載したホームページＵＲＬ：
http://www.wasedasokki.jp/）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
平成30年4月1日時点において、在学者275名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者266名（平成31年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

・進路変更　・経済的理由



当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.wasedasokki.jp/

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

http://www.wasedasokki.jp/


種別

①

③

①

③

平成31年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

須貝 和則
一般社団法人 日本病院会
診療情報管理士教育委員会委員

平成31年4月1日～
　　　令和3年3月31日

山室　靖
医療法人財団　アドベンチスト会
東京衛生病院　医事課　課長

平成31年4月1日～
　　　令和3年3月31日

黒田　潔
医療マネジメント科・診療情報管理専攻科学科
長

平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

人命を預かる高度な専門性が要求され、なおかつ安定的な医療サービスを提供し続ける使命を持つ医療の現場においては、
事務職にあっても医療サービスや医療情報に関する高度な専門知識及び患者サービスにおける実践力を備えた専門事務職
が要請されている。
　本学科ではその要請にこたえるため、病院、医療関連団体の役職員が委員として参画する教育課程編成委員会を年２回以
上開催し、学生の就業先の業界における人材の専門性に関する動向、医療の進歩や医療制度等の変遷に伴い新たに必要と
なる実務に関する知識・技術・技能などを十分に把握・分析したうえで、本学科の教育を施すにふさわしい授業科目の開設や
授業方法の改善・工夫を行うなど、企業等の要請を十分に生かしつつ実践的かつ専門的な職業教育を行う。
　また、医療経営にとっては高度な医療サービスを提供するとともに、患者接遇も大変重要な要素であり、本物の接遇力育成
に向けて航空会社と連携しホスピタリティマインド醸成のための授業科目を開設している。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

　教育課程編成委員会は、本校が実践的かつ専門的な職業教育を実施するために、企業等との連携を通じて必要な情報の
把握・分析を行い、企業等の要請その他の情報・意見を十分に生かして教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法
の改善・工夫を含む。以下同じ。）を行うため、早稲田速記医療福祉専門学校の組織運営に関する細則第９条第２項(6)に基づ
き、設置する。
　また、教育課程編成委員会は、実践的かつ専門的な職業教育の教育課程編成に関する細則第２条第１項により学科の分
野毎に設置することとしており、本学科においては医療事務分野教育課程編成委員会を設置している。
　学科長は、履修に関する細則第２条第４項により、教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の
情報・意見、提案を十分に生かした教育課程の編成を行い、校務運営会議において承認を得る。

（３）医療事務分野教育課程編成委員会等の全委員の名簿

橋本正樹 校長
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

横堀由喜子
一般社団法人 日本病院会
教育部長

平成31年4月1日～
　　　令和2年3月31日

直井 智之
社会医療法人財団大和会
東大和病院　事務部長

平成31年4月1日～
　　　令和3年3月31日

村山由美 医療秘書科・医師事務技術専攻科学科長

深澤由紀子 医療秘書科副学科長
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

宮下明久 事務局長
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

三宅かおり
医療マネジメント科副学科長・教務委員会委員
長

平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

平成30年4月1日～
　　　令和2年3月31日

江崎侑子 診療情報管理専攻科教員

（開催日時・平成30年度）
第１回　平成30年度第１回医療事務分野教育課程編成委員会　平成30年7月26日　13：00～15：00
第２回　平成30年度第２回医療事務分野教育課程編成委員会　平成31年2月21日　15：00～17：00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　年間の開催数は２回、開催時期は７月及び２～３月とし、当年度の教育の進め方と次年度の教育課程編成に活用する。



○カルテを読んで病名がわかる程度の知識が望まれるというご意見をいただいた。
これまで選択科目としていた「カルテ読解Ⅰ・Ⅱ」を共通科目として配置した。
○病院実習の機会を十分生かせるような事前準備が必要であるというご指摘を受けた。
「病院事務実習指導Ⅰ・Ⅱ」を1年次後期と2年次前期に配置し、早期から実習に対する意識を高め、十分な準備期間を設ける
ようカリキュラムに反映した。
○医療事務、医師事務作業補助者が組織の中で活躍するには柔軟性が必要であるとのご指摘を受けた。
「メディカル・ホスピタリティ」「病院受付実務Ⅲ」など、ケーススタディを含む科目を配置した。また「病院受付実務」では、特に
電話対応やクレーム対応などの実践教育に力を入れていく。
○医療事務員は大規模なデータを扱う機会が増えてきているという実状に対応するため、「パソコン演習Ⅲ・Ⅳ」におけるExcel
やAccessの教材を工夫したいと考えている。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

病院事務実習

病院・医療機関で実習経験により、医事業務、病棟事務、医
療情報の取り扱い等の理解を深める。

順天堂大学医学部附属医院、杏林
大学医学部付属病院、日本医科大
学付属病院、埼玉医科大学病院、
東京都済生会病院、河北総合病
院、上尾中央総合病院、埼玉石心
会病院、さいたま赤十字病院、北里
メディカルセンター　ほか
６８件

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

職業に必要となる実践的かつ専門的な能力を育成するため、病院実習において医療事務を中心とした実務を経験することに
より、即戦力となる人材を育成する。実習は、事前指導、実習、事後指導の中で完成するものであり、実習先には実習指導者
が明確であり、医事に係わる業務全般を計画的に体験させ、指導する受入れ態勢が整っている施設に限定するとともに、実
習先の選定については、学生の希望に沿うような形で割り振りを行っている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

　学生への実習希望先調査の結果を踏まえ、各医療機関への実習協力依頼を開始。これまでの実習内容等を確認し、日程
調整のうえ実習許可書の交付を受ける。
　学生には「実習指導」の授業の中で、心構えやマナー・接遇等を再認識させ、実習における到達目標を掲げさせる。
　実習中には実習生の状況確認並びに実習担当の方々との情報交換のために担当教員による訪問を実施し、教育・指導内
容の見直し等に役立てる。
　実習の終了時には実習生個々にそれぞれ評価をしていただき、その評価を実習生にフィードバックし、日頃の学習や卒業後
の就業時の一助とする。

（３）具体的な連携の例

　本校は、医療事務系教員の専攻分野における実務を教育内容や方法に反映した教育活動を実践するため、常勤教員に対
し、企業等と連携して、「教員の研修に関する細則」に基づいて以下の研修を実施している。
　①専攻分野における実務に関する知識、技術及び技能に関する研修
　②授業及び学生指導に対する指導力等の習得・向上に関する研修
　教員は、業務経歴や能力、担当する授業科目や授業以外の担当する業務に応じて、上記の両方またはいずれかの研修を
計画的に受講している。
　研修は教務委員会が所管し、校外研修への参加は以下が実施するものの中から校長の指示及び学科長、教科系の長の作
成した計画をもとに教務委員長がまとめた年度の実施計画に基づいて行っている。実施結果は研修報告、その他の方法によ
り管理・評価している。
　(1)実務に関する知識、技術、技能などについて知見のある企業、関係施設、業界団体
　(2)教員の専門性の維持・向上を目的として研修等を行う職能団体（資格者団体、養成施設協会等）
　(3)関連学会や学術機関等
　(4)国または地域の地方公共団体等の関係部局等
　(5)その他学科長または教科系の長から推薦があり、校長（副校長）が有益と認めた企業等
　また、校内で実施している研修は以下の通りである。
　・上記の企業等の中から講師招いて実務に関する知識、技術、技能などについて校内で実施する
　・上記の企業等の中から専門家を招いての学生相談、指導方法などに関する校内で実施する

（２）研修等の実績

　教員の研修に関する細則に基づき、教務委員会がまとめた本学科における平成30年度教員研修の実施計画により、以下
の研修を実施した。

ホスピタリティ

ホスピタリティの概念について多角的に探究し理解を深め、
代表的な実例を取り上げながら、ホスピタリティを発揮する
行動を考察する。

株式会社　ＡＮＡ総合研究所

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針



日程 参加者

平成30年5月
13日

1名

平成30年7月
13日

7名

平成30年7月
28日

2名

平成30年9月
15日

1名

平成30年10
月25日

1名

平成31年3月
8日

7名

平成31年3月
18日

1名

日程 参加者

平成30年5月
31日～9月6
日

2名

平成30年7月
19日

3名

平成30年8月
7日

8名

平成30年8月
8日

1名

平成30年8月
8日～9日

2名

平成30年8月
19日

1名

平成30年9月
15日～29日

1名

平成31年1月
22日

1名

平成31年3月
5日

8名

②指導力の修得・向上のための研修等

主催者 連携内容 研修内容等 教育内容等との関連

東京都私学財団
東京都専修学校各種学校協
会

校外研修への参加 中堅教員のための指導力養
成講座

自らの教育指導スキルの向
上を目指すとともに、教員組
織の中でリーダーシップのと
れる中核的人材となる。

NPO法人メンタルぷらす協
会

校外研修への参加 本音のハラスメント対策～ハ
ラスメントの心理分析～

ハラスメントに至る心理分析
を通して、円滑な人間関係
の間合いの取り方を理解し、
活かす。

㈱ウィネット 校外研修への参加 退学者を防ぐための実践行
動学セミナー

現代の学生気質と求められ
る支援、対応策をメンタルヘ
ルスの視点から考え、指導
に役立てる。

早稲田速記医療福祉専門学
校　教務委員会
連携先：（学）江戸川大学
宮崎孝治教授

①専攻分野における実務に関する研修等

主催者 連携内容 研修内容等 教育内容等との関連

日本医師事務作業補助研究
会

校外研修への参加 医師事務作業補助者のキャ
リアパスを中心に、人材育成
を成功に導くためのセミナー

医師事務作業補助者に求め
られる役割を理解し、キャリ
アラダー、キャリアパスを踏
まえたカリキュラムを作成す
る。

東京都福祉保健局医療政策
部

校外研修への参加 医療勤務環境改善セミナー 医師の業務負担軽減策に伴
う医師事務作業補助者の活
躍を理解し、カリキュラム編
成や授業運営に活用する。

日本病院会
日本経営協会

校外研修への参加 「国際モダンホスピタルショ
ウ2018」保健・医療・福祉分
野における質の向上、充実
に役立つ機器・製品の展
示、最新情報の発表

進化する機器・製品の最新
情報を知り、十分に使いこな
せる深い知識を持つ医療人
の育成に活かす。

日本医師事務作業補助研究
会

校外研修への参加 第8回全国大会 医師事務作業補助者が担う
業務の多様性と重要性を学
生に伝え、即戦力となる人
材の育成に活かす。

DPC業務の実際を理解し、
授業や就職支援の場面で活
かす。

校外研修への参加 DPC業務見学(医)興生会 相模台病院

（医）河北医療財団 河北総
合病院

校外研修への参加 医師事務作業補助者の実務
見学会

医師事務作業補助者の実際
の医療現場での業務内容を
理解し、今後の授業運営や
カリキュラム編成に活かす。

校内研修の講師委託 学生を巻き込む授業を創る 教員の指導力向上のための
具体的手法を学び、学生に
とっての魅力的な授業の創
造に活かす。

東京都私学財団 校外研修への参加 コーチング研修 基本スキルと構造や教育現
場におけるコーチング活用
方法を理解し、学生に対し適
切な対応や助言ができるよ
うになる。

東京都専修学校各種学校協
会

校外研修への参加 平成30年度専修学校准教員
研修会

専修学校の目的や制度を理
解し、学習指導や生活指導
に活かす。

早稲田速記医療福祉専門学
校　教務委員会
連携先：㈱インソース

校内研修の講師委託 ファシリテーション研修 効果的で質の高い議論を円
滑に進める会議進行役（ファ
シリテーター）のスキルを習
得し、会議の効率化を図る。

（３）研修等の計画

医療秘書教育全国協議会 校外研修への参加 診療報酬改定に伴う医事コ
ン実技演習およびDPCシス
テムの実技演習と指導法

医療業界の変化に即し、学
生が就職後も生かせる知識
を身につけられるよう指導に
活かす。

東京都私学財団 校外研修への参加 発達障害に対する理解と援
助

発達障害を理解し、具体的
な働きかけのヒントを学び、
クラス運営と学習支援に役
立てる

日本産業カウンセラー協会 校外研修への参加 アンガーマネジメント研修 怒りの感情メカニズムを理解
し、授業や生活指導におけ
る学生との向き合い方に活
かす。



日程 参加者

令和元年7月
19日

6名

令和元年10
月中旬

1名

令和元年
10月23日～
25日

2名

令和元年
11月9日～10
日

1名

令和元年11
月21日～24
日

1名

令和2年2月
下旬

1名

令和2年3月
中旬

1名

日程 対象者

令和元年5月
23日

1名

令和元年6月
19日～21日

4名

令和元年8月
7日

6名

日本病院会
日本経営協会

校外研修への参加 「国際モダンホスピタルショ
ウ2019」
保健・医療・福祉分野におけ
る質の向上、充実に役立つ
機器・製品の展示、最新情
報の発表

医療業界の変化に即し、学
生が就職後も生かせる知識
を身につけられるよう指導に
生かす。

②指導力の修得・向上のための研修等

主催者 連携内容 研修内容等 教育内容等との関連

　教員の研修に関する細則に基づき、教務委員会がまとめた本学科における令和元年度教員研修の実施計画は以下の通
り。

①専攻分野における実務に関する研修等

主催者 連携内容 研修内容等 教育内容等との関連

 リードエグジビションジャパ
ン㈱

校外研修への参加 第2回 医療機器・設備EXPO
第2回 医療IT EXPO
電子カルテなど最先端のIT
や医療機器の展示

オンライン診療やクラウド技
術の最新情報を収集する。

日本医師事務作業補助研究
会

校外研修への参加 第9回全国大会 in 福岡
臨床支援士の未来を創る
～新たな役割への挑戦～

医師事務技術専攻科の授業
に活かし、高度な専門教育
に繋げる。

日本医療情報学会 校外研修への参加 第39回医療情報学連合大会 IoT時代の医療情報の利活
用に関する情報を得る。

早稲田速記医療福祉専門学
校　教務委員会
連携先：㈱インソース

校内研修の講師委託 タイムマネジメント研修 限られた時間の中で業務効
率を高め、最大限の成果を
上げるための手法を学ぶ。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

文化協会日本図書文化協会 校外研修への参加 学級集団づくりの鉄則セミ
ナー 学級集団だからできる
「深い学び」をめざして

年々多様性の増す学生たち
を抱え、円滑なクラス運営を
実施するために活用する。

リードエグジビジョンジャパン
㈱

校外研修への参加 第10回教育ITソリューション
EXPO見学
学校・教育関係者向けのIT
専門展

授業に取り入れやすい身近
なICT機器であるプロジェク
ターをより効果的に指導に
生かす。

（１）学校関係者評価の基本方針

　本校では学校教育法上の努力義務である学校関係評価を実施して、高等学校、関連業界・企業関係者、卒業生、保護者な
どを委員とする学校関係者評価委員会を設置して、サポーターとしての視点から、本校が実施した自己評価の結果や課題の
改善方法について評価や助言をいただき、次年度の重点目標の設定や具体的な取り組みの改善に役立てている。
　また、結果を公表・説明して説明責任を果たし、学校関係者との連携、協力による特色ある学校づくりを目指している。
　具体的には、自己評価報告書と関連資料等の確認や学校運営の観察等を通じて、本校教育と学校運営の継続的改善を図
る観点から、以下について評価、改善のための助言をいただいている。
　・自己評価の結果の内容が適切かどうか
　・自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか
　・重点目標や自己点検・自己評価の評価項目等が適切かどうか
　・学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

校外研修への参加 令和2年度診療報酬改定の
概要

改定の概要等を理解した上
で点数改定を教材に反映
し、円滑な授業進行に活用
する。

日本病院会 校外研修への参加 令和2年度診療報酬改定の
概要

改定の概要等を理解した上
で点数改定を教材に反映
し、円滑な授業進行に活用
する。

日本医療保険事務協会 校外研修への参加 第29回 診療報酬請求事務
研修会

今後の医療機関を取り巻く
環境の変化や課題等を理解
するとともに、請求事務の誤
りに関する事例等の情報を
授業内容や指導に活用す
る

医療秘書教育全国協議会



種別

保護者

高等学校
関係者

卒業生

企業等（医
療事務分
野）
企業等（記
録分野）

企業等（福
祉分野）

企業等（く
すり分野）

企業等（看
護分野）

樋本　慶 ファーマライズ㈱事業部　企画部長
平成30年10月1日～
　　令和2年3月31日

赤塚敦子 ＪＲ東京総合病院　看護部長
平成30年10月1日～
　　令和2年3月31日

（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援
（６）教育環境 （６）教育環境

（３）教育活動 （３）教育活動

（１０）社会貢献・地域貢献 （10）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 ・実施していない

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務
（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守

磯田眞美 本校在学生保護者
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

伊藤由紀 元東京都立小平西高等学校進路指導主任
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

　学校関係者評価委員会の報告書に示された意見・課題を整理して、重点目標と評価項目別に具体的な取組の進め方を検
討、明示し、10月に中間点検と3月に年度末点検を行って進捗を確認するとともに、それぞれの点検結果を学校関係者評価委
員会に報告して、取り組みの適切性他について助言をいただいている。具体的には以下の通り進めている。
○キャリア教育、特に最近の学生が不得手とする人間関係形成力の育成に十分な時間をかけて取り組めるとよいというご意
見をいただいた。
キャリアサポートプログラムの大幅な改変をおこなった。時代の変化に即し、メンタルヘルスケア、社会生活（契約・給料・税金
等）、グループディスカッション等を含むプログラムにリニューアルし、学生にとって身近で実用性に富んだ内容を盛り込んだ。
○保護者会の有効性について関心をいただいたことから、学校と保護者の連携を図るためにも、引き続き双方に有意義な保
護者会の定期開催を実施していく予定である。
○医療機関における職種の理解を社会（特に高校教員）に向け広める努力をする必要があるというご指摘をいただいた。
広報室とともに理解を広める方策の検討を続けていく予定である。
○医師事務技術専攻科への進学希望者の拡大を検討する必要であるというご意見をいただいた。
外部の研究会等に参加して職種の動向を調査するとともに、医師事務作業補助研究会や広報室、ＣＳＣとともにカリキュラム
の改善、募集方法を検討する予定である。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

平成31年4月1日現在
名　前 所　　　属 任期

保坂正春 早稲田速記㈱代表取締役
平成25年9月17日～
　　令和3年3月31日

宮武正秀 ㈱トータル・ケア代表取締役
平成26年10月1日～
　　令和2年3月31日

石川幹夫 本校昭和53年３月卒業生
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

篠塚　功 ㈱To Doビズ代表取締役
平成31年4月1日～
　　令和3年3月31日

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　企業、在学生、卒業生、入学志願者、保護者、高校教員等に対し、教育内容、教育成果、教職員の取り組み、ハード面・ソフ
ト面の変化への対応等について、第三者評価や学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等の外部委員のチェックを受
けた上で、ホームページでの情報公開をはじめ、入学案内書、採用案内等の印刷物でも積極的な情報提供を行っている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 ・学校の目標及び計画　・学校の沿革、歴史　・諸活動の計画(防災対策

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期　学校関係者評価の結果は報告書にまとめ、平成25年12月1日より本校ホー
ムページに掲載して公表している。平成30年度の報告書は令和元年7月31日より本校ホームページに掲載して公表している。

（○ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.wasedasokki.jp

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 ・サークル活動　・ボランティア活動

（２）各学科等の教育 ・入学者に関する受け入れ方針　・カリキュラム　・進級・卒業の要件
（３）教職員 ・教職員数、教職員の組織、校務分掌　・教員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・キャリア教育への取組状況　・実習・実技等の取組

http://www.wasedasokki.jp/


（６）学生の生活支援 ・学生支援の組織、諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 ・学生納付金の取り扱い

（１１）その他

・学則
・学校関係者評価委員会名簿、会議録
・医療事務分野教育課程編成委員会名簿、会議録
・福祉分野教育課程編成委員会名簿、会議録
・医療秘書科別紙様式4
・医療マネジメント科別紙様式4
・介護福祉科別紙様式4
・自己評価報告書

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

URL:http://www.wasedasokki.jp

（８）学校の財務 ・事業報告書　・収支計算書等
（９）学校評価 ・学校関係者評価の結果　・評価結果を踏まえた改善方策
（１０）国際連携の状況 ・留学生の受け入れ

http://www.wasedasokki.jp/
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○ 社会人基礎Ａ
社会で多様な人々とかかわるうえで基礎と
なる力を身につける。自分の考えを言葉や
文章で表現できるようになる。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 社会人基礎Ｂ
社会で多様な人々とかかわるうえで基礎と
なる力を身につける。自分の考えを言葉や
文章で表現できるようになる。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 秘書概論
マナー、ホスピタリティ、コミュニケー
ション能力を複合させた秘書マインドを習
得する。秘書技能検定合格を目指す。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 秘書実務Ⅰ
マナー、ホスピタリティ、コミュニケー
ション能力を複合させた秘書マインドを習
得する。秘書技能検定合格を目指す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 秘書実務Ⅱ
マナー、ホスピタリティ、コミュニケー
ション能力を複合させた秘書マインドを習
得する。秘書技能検定合格を目指す。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
コンピュータ
関連知識

医療現場で必要とされる情報システムの仕
組みや用語を理解するとともに、医事コン
ピュータ技能検定合格を目指す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
タッチ・タイピ
ング演習

タッチタイピングによる正確なキーボード
入力を習得する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
パソコン演習
Ⅰ

インターネットやメールが利活用できるよ
うになる。ワープロソフト、表計算ソフト
の基本を習得する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
パソコン演習
Ⅱ

インターネットやメールが利活用できるよ
うになる。ワープロソフト、表計算ソフト
の応用操作を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
パソコン演習
Ⅲ

プレゼンテーションソフト、データベース
ソフトの基本操作を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
パソコン演習
Ⅳ

オフィスの様々な場面で、正確・迅速に
データ活用ができる応用力を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
プレゼンテー
ション演習

2年次の病院事務実習における体験をテー
マとして、プレゼンテーションをおこな
う。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ ホスピタリティ

ホスピタリティの概念について多角的に探
究し理解を深め、代表的な実例を取り上げ
ながら、ホスピタリティを発揮する行動を
考察する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ ○

○
メディカル・ホ
スピタリティ

医療現場で求められる優しさや思いやりに
ついて、ケーススタディを通して考察し、
自ら行動に移せる力を身につける。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
インⅠ

年間の運営計画に基づくクラス活動と、学
生とクラス担任が学習目標や学校生活上の
課題の解決を図りながら円滑なコミュニ
ケーションの維持、増進を図る。

1
前

30 2 ○ ○ ○
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○
キャリアデザ
インⅡ

年間の運営計画に基づくクラス活動とキャ
リアサポートセンターのプログラムを含め
た就職活動の指導等を行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
キャリアデザ
インⅢ

年間の運営計画に基づくクラス活動と病院
での実習の補助指導やキャリアサポートセ
ンターのプログラムを含めた就職活動の支
援等を行う。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
基礎医学概論
Ⅰ

医療関連事務業務において正確なレセプト
作成のための基本となる細胞と組織、神経
系、循環器系、呼吸器系、消化器系を中心
に学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
基礎医学概論
Ⅱ

医療関連事務業務において正確なレセプト
作成のための基本となる泌尿器系、生殖器
系、内分泌系、体液・血液、感覚系等を中
心に学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
臨床医学Ⅰ
（内科）

医療関連事務の根幹の知識として、レセプ
トに書かれた専門用語を理解し、病気（内
科）の原因・症状・検査・治療等について
学び、その関係を理解する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
臨床医学Ⅰ
（外科）

医療関連事務の根幹の知識として、レセプ
トに書かれた専門用語を理解し、病気（内
科）の原因・症状・検査・治療等について
学び、その関係を理解する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
病院・医療用
語Ⅰ

医療事務の役割や仕事、保険診療に関する知
識を身につけ、病院用語、医療用語、略語を
学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
病院・医療用
語Ⅱ

病院用語、医療用語、略語の理解を深め、
医学用語、臨床用語について学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ カルテ読解Ⅰ
カルテに記載される基本内容や医療用語を
学ぶ。また、カルテ内から必要事項を書き
出せるよう理解を深める。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ カルテ読解Ⅱ
模擬カルテを使って読解力、実践力向上を
図る。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ DPC基礎
ＤＰＣ包括算定の仕組みや算定方法、請求
の仕方を学び、出来高算定との違いを理解
する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 医療法規Ⅰ

日本の医療・福祉・公衆衛生を規定する法
律の基本を学ぶ。また、医療保険制度の基
本的な仕組みや歴史を学び、医療機関の運
営を理解する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 医療法規Ⅱ
公的負担医療と労災保険の基本を学び、医
療の現状と問題点・課題を理解する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 医療法規Ⅲ
医療保険制度の全体的な仕組みに関する理
解を深め、社会福祉に関する法規を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 医療法規Ⅳ
医療保険制度の全体的な仕組みに関する理
解を深め、保健衛生、薬事に関する法規を
学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○
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○
医療事務の基
礎

医療機関の事務職として働くうえで理解し
ておくべき基本項目を幅広く学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
診療報酬請求
事務Ⅰ

保険診療に伴う請求事務の基礎知識を身に
つけ、外来診療録を見て診療報酬請求書を
作成する。

1
前

90 6 ○ ○ ○

○
診療報酬請求
事務Ⅱ

保険診療に伴う請求事務の基礎知識を身に
つけ、入院診療録を見て診療報酬請求書を
作成する。

1
後

90 6 ○ ○ ○

○
診療報酬請求
事務Ⅲ

基礎知識を確認し、更に高度な知識を学
ぶ。難解な診療報酬請求書の作成を行うこ
とで実務能力を養う。

2
前

60 4 ○ ○ ○

○
診療報酬請求
事務Ⅳ

症例別、医療機関別の診療報酬請求書作
成、及び診療報酬請求書の点検を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
レセプトチェッ
ク

高度な診療報酬明細書（レセプト）の作成
方法と最終的な点検・ チェックについて
学ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
電子カルテ演
習Ⅰ

電子カルテシステムの流れ、基礎知識及び
操作方法を学ぶ。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
電子カルテ演
習Ⅱ

電子カルテシステムの操作方法を理解し、
診療録を見て電子カルテを作成する。電子
カルテ実技検定合格を目指す。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
コーディング
概論

ＩＣＤ－１０（国際疾病分類第10版）につ
いての理解を深め、基礎コーディングを正
しく行う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
医事コン
ピュータ演習
Ⅰ

医事コンピュータの操作を学び、外来業務
の流れを理解する。医事コンピュータ技能
検定合格を目指す。

1
通

45 3 ○ ○ ○

○
医事コン
ピュータ演習
Ⅱ

入院業務の流れを理解し、スムースで正確
なコンピュータ入力操作を習得する。医事
コンピュータ技能検定合格を目指す。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
病院受付実務
Ⅰ

医療機関の受付における心構えを理解し、
基本的な応対を学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
病院受付実務
Ⅱ

医療機関の受付における心構えを確認し、
電話応対やクレーム対応を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
病院受付実務
Ⅲ

医療機関の受付における心構えを確認し、
実践的な対応を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
医療メディ
エーション概
論

医療現場における適切なコミュニケーショ
ン行動（予防・調整・関係再構築）につい
て学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○
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○
介護保険の基
礎

介護保険制度を理解し、介護報酬請求事務
の基礎を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
病院事務実習
指導Ⅰ

医療機関で働く自覚と責任感の醸成、及び
実習に関する手続きを通して文書作成能力
の向上を図る。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
病院事務実習
指導Ⅱ

医療機関で働く自覚と責任感の醸成、及び
実習に関する手続きを通して文書作成能力
の向上を図る。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 病院事務実習
病院・医療機関での実習経験により、医事
業務、病棟事務、医療情報の取り扱い等の
理解を深める。

2
後

120 4 ○ ○ ○ ○

○ ペン字
事務の基本である、正しく読みやすい文字
や書面の書き方を身につける。美しい履歴
書作成にも役立てる。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 手話
聴覚障害についての基礎知識を学び、コ
ミュニケーション方法の一つとして手話の
基礎を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
医事コン
ピュータ演習
Ⅲ

医事コンピュータの総合演習科目である。
医事コンピュータ技能検定上位級合格を目
指す。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
電子カルテ演
習Ⅲ

電子カルテの総合演習科目である。電子カ
ルテ実技検定試験合格を目指す。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
医療PCインス
トラクション

自らの操作技術を向上させるだけではな
く、操作方法の伝え方等をはじめとした他
者とのかかわり方を身につける。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
診療報酬請求
事務研究Ⅰ

外来レセプトの作成と投薬・注射・検査等
の点検による実践力向上を図る。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
診療報酬請求
事務研究Ⅱ

レセプト内容から適切な疾病名を推察でき
るよう知識を深める。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ DPC演習
ＤＰＣ包括算定の仕組みや算定方法、請求
の仕方について、ケーススタディを通して
理解する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
調剤報酬請求
事務Ⅰ

調剤薬局の業務内容を理解し、調剤報酬請
求書作成を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
調剤報酬請求
事務Ⅰ

調剤報酬請求事務に関するコンピュータ操
作・入力方法を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○
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○ 漢方の知識
東洋医学の考え方を理解し、生薬や漢方
薬、やさしい薬膳について学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 小児保健
小児特有の病気やケガについて、その予
防、処置について学び、また食事、栄養面
からも理解を深める。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
病棟コミュニ
ケーション実
務

コミュニケーションの定義や基礎を理解
し、高齢者や介護者との接し方を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 看護補助技術
看護の基本を理解し、病棟クラークの役割
や看護師との連携を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
社会福祉の基
礎

社会の現状を理解し、社会福祉制度・社会
保障制度の基礎を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 生活支援技術
利用者の状況に応じた生活支援の基礎を学
ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
介護保険と介
護報酬請求事
務

介護保険制度に関する理解を深め、介護報
酬請求事務全般を身につける。

2
後

30 2 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
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択

講
　
　
義
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習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

授業科目等の概要

（事務技術専門課程医療秘書科）令和元年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

○
医師事務の基
礎Ⅰ

文書作成補助業務を身につけ、各種会合の
準備作業や医療情報管理について学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
医師事務の基
礎Ⅱ

医師事務作業補助者としての診療録代行入
力や文書作成に伴う知識と要点、病院管理
の概要を理解する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 医学用語
医師事務作業補助者として必要な医学用語
を学び実践力を高める。

2
前

30 2 ○ ○ ○

　　　６９科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

所定の修業年限以上在籍し、所定の単位時間数の単位を取得すること。
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合

合計 ２，２２０単位時間(  １４４単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
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